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令和6年 第12回 通常総会を開催
　

協
同
組
合
東
京
都
水
道
請
負
工
事
連
絡
会
の
令
和
６
年
第
12
回
通
常
総
会
が
５
月
10
日
（
金
）
Ｘ

Ｉ
Ｖ
（
エ
ク
シ
ブ
）
湯
河
原
離
宮
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止
対

策
を
十
分
に
取
り
な
が
ら
の
開
催
と
な
っ
た
。
今
回
は
来
賓
者
を
含
め
30
余
名
が
出
席
し
た
。

　

総
会
の
冒
頭
で
貝
澤
理
事
長
は
、
出
席
者
・
来
賓
者
に
感
謝
の
意
を
表
し
、
最
近
の
自
然
災
害
の

被
害
に
あ
わ
れ
た
方
に
哀
悼
の
意
を
表
し
た
。
ま
た
、
東
京
都
水
道
局
に
対
し
て
存
在
を
ア
ピ
ー
ル

で
き
て
い
る
こ
と
、
今
後
も
積
極
的
に
努
力
し
て
い
く
と
挨
拶
し
た
。

第12回通常総会

貝澤理事長の挨拶

総会冒頭、黙祷が行われた

　

総
会
開
催
に
先
立
ち
、
本
年

１
月
１
日
に
発
生
し
た
能
登
地

震
に
お
い
て
犠
牲
に
な
ら
れ
た

方
々
に
、
心
か
ら
の
哀
悼
の
意

を
表
し
１
分
間
の
黙
祷
が
行
わ

れ
た
。
総
会
は
、
南
部
第
一
支

所
の
株
式
会
社
杉
本
建
設
杉
本

光
信
氏
が
司
会
を
務
め
、
総
会

の
出
席
状
況
を
報
告
し
た
。

　

本
総
会
議
決
権
総
数
67
者
の

う
ち
、
本
人
出
席
・
代
理
出
席

24
者
、
書
面
参
加
32
者
の
合
計

56
者
で
あ
り
、
過
半
数
が
出
席

し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、
総

会
の
成
立
を
報
告
し
た
。

（
貝
澤
理
事
長
の
挨
拶
）

　

本
日
は
、
ご
多
忙
中
の
折

り
、
令
和
６
年
第
12
回
通
常
総

会
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

特
に
、
東
京
都
議
会
公
明
党

上
下
水
道
整
備
促
進
議
員
連
盟

幹
事
の
古
城
将
夫
先
生
、
同
じ

く
幹
事
の
細
田
勇
先
生
に
は
、

ご
公
務
が
お
忙
し
い
中
ご
臨
席

い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

司
会
者
か
ら
も
お
話
が
あ
り

ま
し
た
が
、
本
年
１
月
１
日
に

発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
に
お

い
て
、
不
幸
に
も
犠
牲
に
な
ら

れ
た
方
の
ご
冥
福
を
お
祈
り

し
、
被
災
さ
れ
た
多
く
の
方
々

に
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上

げ
る
と
と
も
に
、
被
災
地
の
一

日
で
も
早
い
復
興
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

　

当
組
合
か
ら
も
東
京
都
と
の

「
応
援
派
遣
に
係
る
水
道
施
設

等
の
応
急
措
置
の
協
力
に
関
す

る
協
定
」
に
基
づ
き
、
現
在
ま

で
に
35
社
37
班
が
現
地
に
出
動

し
て
お
り
、
こ
の
後
も
２
社
が

出
動
予
定
で
す
。
改
め
て
組
合

員
の
皆
様
に
は
こ
の
場
を
お
借

り
し
て
、
深
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

テ
レ
ビ
報
道
な
ど
で
も
お
分

か
り
だ
と
思
い
ま
す
が
、
被
災

者
の
方
々
は
水
道
の
復
旧
を
待

ち
わ
び
て
い
ま
す
。

　

日
ご
ろ
、
皆
様
が
培
っ
て
き

た
技
術
を
遺
憾
な
く
発
揮
し

て
、
被
災
地
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

で
あ
る
水
道
の
一
日
で
も
早
い

復
旧
を
や
り
遂
げ
ま
し
ょ
う
。

　

東
京
に
お
い
て
も
、
い
つ
首

都
直
下
型
の
大
震
災
が
起
き
て

も
お
か
し
く
な
い
状
況
に
あ
る

と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
応
急

措
置
の
協
力
要
請
が
来
た
折
に

は
、
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

４
月
か
ら
働
き
方
改
革
に
伴

う
「
２
０
２
４
年
問
題
」
が
始

ま
り
ま
し
た
。
今
現
在
で
も
人

手
不
足
の
我
々
業
界
に
と
っ
て

は
、
大
き
な
打
撃
で
あ
り
対
処

が
必
要
な
問
題
で
す
。

　

今
回
の
震
災
へ
の
応
援
を
通

し
て
、
我
々
の
仕
事
は
日
ご
ろ

は
減
災
の
た
め
に
あ
り
、
有
事

に
お
い
て
は
救
援
・
復
旧
の
た

め
に
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
仕

事
だ
と
、
改
め
て
痛
感
い
た
し

ま
し
た
。

　

ど
う
か
皆
様
の
お
力
で
、
こ

の
業
界
を
魅
力
あ
る
業
界
へ
と

し
、
２
０
２
４
年
問
題
を
乗
り

切
り
ま
し
ょ
う
。

　

現
在
、
当
組
合
は
東
京
区
部

で
単
価
契
約
を
し
て
い
る
団
体

の
中
で
最
大
数
を
抱
え
る
組

織
に
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
、

東
京
都
水
道
局
に
対
し
て
、
存

在
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
て
い
る
と

自
負
し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
に

よ
り
、
少
し
で
も
良
い
条
件
で

契
約
で
き
、
皆
様
の
利
益
に
繋

が
れ
ば
と
執
行
部
一
同
努
力
し

て
参
る
所
存
で
す
。

　

当
組
合
は
、
組
合
員
の
皆
様

の
手
数
料
で
運
営
し
て
お
り
、

（
ご
祝
辞
を
代
読
）

東
京
都
水
道
局　

水
道
局
長

西
山　

智
之
様

　

協
同
組
合
東
京
都
水
道
請
負

工
事
連
絡
会
の
第
12
回
通
常
総

会
の
開
催
に
あ
た
り
、
一
言
、

ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
日
頃
よ
り
、
東
京
の

水
道
管
路
の
整
備
に
つ
い
て
、

緊
急
時
の
事
故
対
応
等
を
含

め
、
多
大
な
ご
協
力
を
賜
り
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
、
深

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

元
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島

地
震
は
、
北
陸
地
方
を
中
心
に

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。

　

貴
組
合
並
び
に
組
合
員
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
当
局

か
ら
の
要
請
に
基
づ
き
、
水
道

施
設
の
復
旧
に
向
け
た
応
援
派

遣
に
迅
速
か
つ
継
続
的
に
対
応

し
て
い
た
だ
き
、
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

降
雪
や
余
震
が
続
く
厳
し
い

環
境
の
中
、
皆
様
に
懸
命
に
ご

尽
力
い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ

皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
に
よ

り
成
り
立
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て

い
る
手
数
料
以
上
の
利
益
を
還

元
で
き
る
よ
う
執
行
部
一
同

日
々
努
力
し
て
参
る
所
存
で

す
。

　

最
後
に
当
組
合
で
は
管
材
、

給
水
材
、
メ
ー
タ
バ
イ
パ
ス
を

は
じ
め
と
し
て
、
合
材
、
建
材

も
取
り
扱
っ
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
売

上
げ
も
少
し
ず
つ
伸
び
て
お
り

ま
す
。

　

長
年
お
取
引
し
て
い
る
商
社

も
あ
る
か
と
は
思
い
ま
す
が
、

決
し
て
値
段
で
は
損
は
し
な
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ

ち
ら
で
も
皆
様
の
会
社
の
利
益

を
上
げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

今
後
も
皆
様
の
変
ら
ぬ
ご
支

援
を
頂
き
ま
す
よ
う
切
に
お
願

い
申
し
上
げ
、
以
上
簡
単
で
は

ご
ざ
い
ま
す
が
、
私
の
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
東
京
都
議
会
公
明
党
上

下
水
道
整
備
促
進
議
員

連
盟
の
ご
挨
拶
）

　

総
会
に
は
来
賓
と
し
て
、
東

京
都
議
会
公
明
党
上
下
水
道
整

備
促
進
議
員
連
盟
よ
り
、
幹
事

の
細
田
い
さ
む
議
員
と
、
同
じ

く
幹
事
の
古
城
将
夫
議
員
が
出

席
。
細
田
議
員
と
古
城
議
員
は

挨
拶
で
、
能
登
半
島
地
震
の
復

旧
支
援
へ
の
感
謝
と
、
東
京
都

の
水
道
事
業
へ
の
貢
献
を
称

え
、
ま
た
、
災
害
対
策
計
画
の

見
直
し
、
脱
炭
素
化
へ
の
取
り

組
み
、
工
事
評
価
へ
の
低
炭
素

化
の
反
映
、
技
術
者
の
訓
練
支

援
な
ど
に
つ
い
て
を
説
明
い
た

だ
い
た
。

被
災
地
の
早
い
復
旧
め
ざ
し

冒
頭
、能
登
半
島
地
震
の
被
災
者
へ
黙
祷
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り
、
石
川
県
志
賀
町
で
は
３
月

初
旬
に
断
水
が
解
消
さ
れ
、
輪

島
市
に
お
い
て
も
着
実
に
復
旧

が
進
ん
で
お
り
ま
す
。
日
々
の

業
務
に
加
え
、
応
援
派
遣
と
大

変
な
ご
負
担
を
お
掛
け
し
て
お

り
ま
す
が
、
引
き
続
き
ご
協
力

の
程
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
局
は
、
管
路
の
耐
震
継
手

化
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
な
ど
予

防
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

が
、
東
京
で
大
地
震
が
発
生

し
、
断
水
被
害
が
生
じ
た
際
に

は
、
迅
速
に
復
旧
を
進
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め

に
は
、
復
旧
工
事
を
担
わ
れ
る

皆
様
方
と
の
連
携
が
何
よ
り
重

要
で
す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に

備
え
、
引
き
続
き
平
時
か
ら
連

携
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
当
局
の
経
営
プ
ラ
ン

２
０
２
１
に
掲
げ
た
「
安
定
給

水
」
の
実
現
に
向
け
、
管
路
の

耐
震
継
手
化
に
加
え
て
、
漏
水

防
止
対
策
で
も
あ
る
私
道
内
給

水
管
整
備
や
長
期
不
使
用
給
水

管
の
撤
去
な
ど
に
も
、
計
画

的
・
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
の
推
進
並
び

に
危
機
管
理
の
対
応
に
は
、
貴

組
合
を
は
じ
め
と
す
る
受
注
者

の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が

不
可
欠
で
す
。

　

都
民
の
皆
様
に
安
全
で
お
い

し
い
高
品
質
な
水
を
安
定
的
に

供
給
す
る
と
と
も
に
、
発
災
時

に
一
刻
も
早
い
復
旧
を
進
め
る

た
め
、
こ
れ
か
ら
も
貴
組
合
員

の
皆
様
の
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
協
同

組
合
東
京
都
水
道
請
負
工
事
連

絡
会
の
益
々
の
ご
発
展
と
、
組

合
員
の
皆
様
の
ご
活
躍
を
祈
念

い
た
し
ま
し
て
、
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
ご
祝
電
）

　

第
12
回
通
常
総
会
の
ご
盛
会

を
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
今
後
ま
す
ま
す

の
ご
発
展
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

　

東
京
都
中
小
企
業
団
体
中
央

会（
議
長
の
選
任
）

　

本
総
会
の
議
長
に
は
、
南
部

第
一
支
所　

今
井
設
備
管
工
の

今
井
広
海
代
表
取
締
役
が
選
任

さ
れ
た
。

（
議
事
）

第
１
号
議
案 

第
11
期
事
業
報

告
・
決
算
の
承
認

　

令
和
５
年
度
の
（
１
）
活
動

報
告
、（
２
）
組
合
員
増
減
状
況
、

（
３
）
単
価
契
約
関
係

―
を

岩
澤
副
理
事
長
が
報
告
し
た
。

組
合
員
の
増
減
状
況
に
つ
い
て

は
、
前
年
度
４
社
減
、
６
社
増

の
68
社
と
な
っ
た
こ
と
、
さ
ら

に
年
会
費
組
合
員
か
ら
代
理
受

領
へ
の
変
更
が
１
社
あ
っ
た
こ

と
を
説
明
し
た
。
請
負
単
価
契

約
別
組
合
員
契
約
状
況
に
つ
い

て
は
、
令
和
６
年
度
は
「
水
道

緊
急
工
事
（
漏
水
修
理
工
事
）」

16
社
、「
給
水
管
整
備
及
び
取

り
出
し
工
事
」
28
社
、「
小
中

口
径
メ
ー
タ
引
換
工
事
等
」
27

社
、「
水
道
施
設
維
持
補
修
工

事
」
10
社
、「
配
水
管
小
規
模

整
備
工
事
」
７
社
と
な
っ
た
。

　
（
４
）
総
務
・
厚
生
委
員
関

係
を
三
浦
総
務
委
員
長
が
報
告

し
、
①
防
災
訓
練
、
②
安
全
大

会
、
③
賀
詞
交
歓
会
、
④
東
京

都
水
道
局
と
の
意
見
交
換
会
、

⑤
東
京
水
道
（
株
）
と
の
意

見
交
換
会
、
⑥
災
害
協
定
締
結

―
に
つ
い
て
を
説
明
し
た
。

　
（
５
）
技
術
委
員
関
係
を
、

髙
橋
副
理
事
が
、
例
年
通
り
当

組
合
の
議
連
を
通
し
て
、
東
京

都
水
道
局
や
小
池
百
合
子
東
京

都
知
事
へ
提
出
し
た
令
和
６
年

度
予
算
要
望
に
つ
い
て
要
点
を

報
告
し
た
。

　
（
６
）
事
務
局
の
報
告
事
項

と
し
て
、
横
山
氏
が
、
①
請
負

工
事
代
金
及
び
事
務
委
託
手
数

料
状
況
②
株
式
会
社
キ
ッ
ツ
製

メ
ー
タ
ユ
ニ
ッ
ト
の
改
良
工
事

手
数
料
状
況
③
請
負
工
事
代
金

立
替
払
利
用
状
況
④
第
三
者
賠

償
責
任
保
険
適
用
報
告
⑤
賠
償

責
任
保
険
証
券
に
つ
い
て
を
報

告
し
た
。

　
（
７
）
令
和
５
年
度
会
計
決

算
報
告
を
岩
澤
副
理
事
長
が
報

告
し
た
。
令
和
５
年
度
の
収
入

合
計
は
３
８
、１
７
７
、４
８
１

円

で
、

支

出

合

計

は

３
７
、
０
８
０
、
８
２
９
円
と

な
り
、
当
期
利
益
額
は
１
、

１
６
６
、６
５
２
円
と
な
っ
た
。

純
利
益
を
算
入
し
た
結
果
、
次

期
繰
り
越
し
金
額
は
マ
イ
ナ
ス

２
、１
２
１
、８
１
６
円
と
な
っ

た
。

　
（
８
）
会
計
監
査
を
岡
田
監

事
が
報
告
し
た
。

　

監
査
の
結
果
は
、
①
財
産
目

録
、
貸
借
対
照
表
及
び
損
益
計

算
書
は
、
協
同
組
合
の
財
産
及

び
損
益
の
状
況
を
正
し
く
示
し

て
い
る
②
剰
余
金
処
分
案
（
損

失
処
理
案
）
は
法
令
若
し
く

は
定
款
に
適
合
し
て
い
る
も
の

―
と
認
め
ら
れ
た
。

　

以
上
、
第
１
号
議
案
の
説
明

が
終
了
。
質
疑
・
応
答
が
行
わ

れ
た
後
、
挙
手
に
て
採
決
が
行

わ
れ
た
。
結
果
、
過
半
数
を

超
え
る
賛
成
を
得
る
こ
と
が
で

き
、
第
１
号
議
案
を
可
決
し
た
。

第
２
号
議
案 

第
12
期
事
業
計

画
・
予
算
の
承
認

　

令
和
６
年
度
の
（
１
）
事
業

計
画
案
、（
２
）
事
業
計
画
を

三
浦
総
務
委
員
長
が
報
告
し

た
。

　

執
行
部
案
、
各
委
員
会
に
お

け
る
事
業
計
画
に
は
格
別
の
変

更
は
な
く
、
従
来
の
計
画
を
踏

襲
し
、
東
京
都
水
道
局
並
び
に

東
京
水
道
（
株
）
と
の
関
係
を

強
固
に
す
る
と
し
、
執
行
部
、

総
務
厚
生
委
員
会
、
技
術
委
員

会
の
そ
れ
ぞ
れ
の
計
画
を
説
明

し
た
。

　

事
業
計
画
に
つ
い
て
は
、

（
株
）
キ
ッ
ツ
製
メ
ー
タ
ユ
ニ
ッ

ト
の
改
良
工
事
に
つ
い
て
、
第

12
期
に
お
い
て
も
引
き
続
き
契

約
を
履
行
し
て
い
く
。
ま
た
、

併
せ
て
新
た
な
協
力
会
社
を
募

集
す
る
。
こ
の
改
良
工
事
に
よ

り
小
中
口
径
メ
ー
タ
引
換
工
事

等
請
負
単
価
契
約
を
契
約
し
て

い
る
組
合
員
は
も
と
よ
り
、
同

契
約
を
契
約
し
て
い
な
い
組
合

員
に
お
い
て
も
先
行
改
良
工
事

が
施
工
可
能
と
な
り
、
組
合
員

の
収
入
の
一
助
と
な
る
よ
う
事

業
化
す
る
。
な
お
、
令
和
５
年

度
の
施
工
件
数
は
88
件
と
し

た
。

　
（
３
）
令
和
６
年
度
収
支
予

算
案
を
岩
澤
副
理
事
長
が
、
収

入
の
部
お
よ
び
支
出
の
部
の
各

項
目
と
そ
の
金
額
に
つ
い
て
説

明
し
た
。

第
３
号
議
案
　
定
款 

・ 

組
合 

規

約
変
更
の
件

　
（
１
）
定
款
変
更
お
よ
び
（
２
）

組
合
規
約
変
更
を
髙
橋
副
理
事

長
が
報
告
し
た
。
定
款
は
変
更

な
し
。
組
合
規
約
に
つ
い
て
は

変
更
条
文
新
旧
対
照
表
を
示
し

な
が
ら
報
告
し
た
。

第
４
号
議
案
　
総
会
議
決
文
書

中
監
督
官
庁
の
指
示
に
よ
る
字

句
の
訂
正
を
理
事
長
に
一
任
す

る
案
の
件

　

三
浦
総
務
委
員
長
よ
り
、
第

４
号
議
案
の
説
明
が
あ
り
、
第

12
回
通
常
総
会
議
決
文
書
中
、

監
督
官
庁
の
指
示
に
よ
る
字
句

の
訂
正
を
理
事
長
に
一
任
し
、

理
事
会
に
て
承
認
後
提
出
す
る

―
と
し
た
。

そ
の
他

　

続
い
て
、（
１
）
水
道
局
か

ら
の
連
絡
事
項
（
２
）
第
11

期
理
事
会
並
び
に
委
員
会　

開

催
及
び
決
議
内
容
報
告
、
閲
覧

（
３
）
新
規
加
入
会
員
の
紹
介

が
三
浦
総
務
委
員
長
よ
り
報
告

さ
れ
た
。

《
第
２
号
～
第
４
号
議
案
の
決

議
》

　

以
上
、
第
２
号
～
第
４
号
議

案
の
説
明
が
終
了
。
質
疑
・
応

答
が
行
わ
れ
た
後
、
挙
手
に
て

採
決
が
行
わ
れ
た
。
結
果
、
過

半
数
を
超
え
る
賛
成
を
得
る
こ

と
が
で
き
、
第
２
号
～
第
４
号

議
案
を
可
決
し
、
す
べ
て
の
審

議
を
終
了
し
た
。

総会の模様
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総
会
終
了
後
に
令
和
６
年
度

安
全
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
来

賓
者
を
含
め
60
余
名
が
出
席
し

た
。
貝
澤
理
事
長
と
吉
倉
顧
問

の
挨
拶
の
後
、
地
崎
道
路
株
式

れ
、
東
京
水
道
株
式
会
社　

野

田
数
代
表
取
締
役
社
長　

同
じ

く
石
井
英
男
副
社
長
、
柿
沼
誠

水
道
技
術
本
部
長
が
、
三
多
摩

管
工
事
協
同
組
合
よ
り
、
山
崎

峰
生
専
務
理
事
、
同
じ
く
小
峰

一
良
厚
生
部
長
ら
が
紹
介
さ
れ

た
。

　

来
賓
を
代
表
し
て
、
東
京
水

道
株
式
会
社
の
野
田
社
長
が
あ

い
さ
つ
に
立
ち
、
日
ご
ろ
の
水

道
事
業
へ
の
貢
献
や
、
能
登
半

島
地
震
へ
の
被
災
地
支
援
の
尽

力
に
対
し
、
感
謝
の
意
を
述
べ

ら
れ
た
。

　

そ
の
後
、
連
絡
会
の
吉
倉
顧

問
が
乾
杯
の
挨
拶
を
行
い
、
中

締
め
と
し
て
岩
澤
副
理
事
長
が

挨
拶
に
立
ち
、
閉
会
の
宣
言
を

行
っ
た
。

　

総
会
・
安
全
大
会
終
了
後
、

懇
親
会
が
開
催
さ
れ
た
。
会
場

に
は
、
組
合
員
、
来
賓
、
関
係

団
体
、
協
賛
社
な
ど
、
多
く
の

方
に
参
加
い
た
だ
い
た
。

　

冒
頭
、
貝
澤
理
事
長
が
、
通

常
総
会
な
ら
び
に
安
全
大
会
が

無
事
開
催
で
き
た
こ
と
に
感
謝

を
述
べ
、
社
会
情
勢
が
変
化
す

る
中
、
組
合
員
一
丸
と
な
っ

て
、
困
難
に
立
ち
向
か
っ
て
い

き
た
い
と
挨
拶
し
た
。

　

続
い
て
来
賓
の
紹
介
が
行
わ

会
社
執
行
役
員
の
八
木
正
輝
本

州
統
轄
事
業
部
長
の
挨
拶
、
さ

ら
に
同
社
の
佐
藤
雄
一
安
全
環

境
部
長
に
よ
る
特
別
講
習
が
行

わ
れ
、
出
席
者
全
員
の
安
全
意

識
の
向
上
を
図
っ
た
。
講
演
後

に
は
令
和
６
年
度
の
安
全
標
語

を
掲
げ
、
さ
ら
に
安
全
管
理
計

画
優
秀
者
を
表
彰
し
た
。

　

冒
頭
、
貝
澤
理
事
長
は
挨
拶

で
、
能
登
半
島
地
震
の
被
災
者

へ
の
ご
冥
福
を
祈
り
、
ま
た
猛

暑
が
予
想
さ
れ
る
今
年
も
現
場

作
業
に
お
い
て
十
分
な
熱
中
症

対
策
を
行
う
こ
と
を
お
願
い
し

た
。
ま
た
、
安
全
大
会
を
通
し

て
日
ご
ろ
か
ら
の
安
全
に
対
す

る
意
識
を
高
め
る
き
っ
か
け
に

し
て
ほ
し
い
と
述
べ
た
。

　

続
い
て
挨
拶
に
た
っ
た
吉
倉

顧
問
は
、
連
絡
会
員
が
災
害
時

に
迅
速
に
被
災
地
に
駆
け
つ

け
、
支
援
活
動
を
行
っ
た
こ
と

に
感
謝
を
述
べ
、
さ
ら
に
、
令

和
６
年
度
の
東
京
都
水
道
局
の

予
算
に
つ
い
て
、
給
水
管
の
整

備
と
配
水
管
の
取
り
替
え
が
前

年
と
同
規
模
で
進
め
ら
れ
る
こ

と
を
説
明
し
た
。

　

安
全
大
会
で
は
、
講
師
の
地

崎
道
路
株
式
会
社
に
よ
る
特
別

講
習
が
行
わ
れ
た
。

　

同
執
行
役
員　

八
木
正
輝
本

州
統
轄
事
業
部
長
に
よ
る
挨
拶

の
あ
と
、
同
社　

佐
藤
雄
一
安

全
環
境
部
長
の
講
演
が
あ
っ

た
。

　

講
義
終
了
後
に
は
、
令
和
６

年
度
の
安
全
管
理
計
画
優
秀
者

の
表
彰
が
行
わ
れ
た
。
理
事
長

賞
に
は
、
株
式
会
社
岡
田
建
興

ジ
ェ
イ
シ
ー
と
株
式
会
社
ユ
タ

カ
工
業
、
リ
ア
ル
建
設
株
式
会

社
が
選
ば
れ
た
。
貝
澤
理
事
長

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
状
が
授
与

さ
れ
た
。
受
賞
者
よ
り
そ
れ
ぞ

れ
受
賞
と
な
っ
た
安
全
管
理
計

画
の
発
表
が
あ
っ
た
。

　

令
和
６
年
度
の
安
全
標
語
が

発
表
さ
れ
、
会
場
ぜ
ん
た
い
で

唱
和
を
行
っ
た
。
安
全
標
語
は

次
の
通
り
。

　
「
こ
れ
く
ら
い　

い
つ
も

や
っ
て
る　

問
題
な
い　

慣
れ

た
時
こ
そ
原
点
回
帰　

基
本
に

戻
っ
て
安
全
作
業
」

　
「
焦
る
な　

急
ぐ
な　

手
を

抜
く
な　

必
ず
守
ろ
う
基
本
と

手
順　

守
る
ル
ー
ル
が　

身
を

守
る
」

　
「
安
全
に　

自
粛
も
延
期
も

あ
り
ま
せ
ん　

毎
日
欠
か
さ
ず　

安
全
作
業
」

　

最
後
に
岩
澤
副
理
事
長
が
閉

会
の
挨
拶
を
行
い
、
安
全
大
会

を
締
め
く
く
っ
た
。

懇親会の模様

安全大会

2024 年（令和 6 年） 6月28日発行　第 29 号3

十
分
な
熱
中
症
対
策
を

令
和
６
年
度
安
全
大
会
を
開
催

組
合
員
一
丸
と
な
っ
て

総
会
後
の
懇
親
会
が
開
催 吉倉顧問

記念写真

八木事業部長佐藤部長野田社長
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東
京
都
水
道
局
に
よ
る
「
能

登
半
島
地
震
の
復
旧
支
援
工
事

　

６
月
12
日
に
は
、
東
京
都
水

道
局
に
よ
る
「
令
和
６
年
能
登

関
連
団
体
等
（
水
道
・
下
水
道

関
係
）
へ
の
感
謝
状
贈
呈
式
」

半
島
地
震
の
水
道
復
旧
に
係
る

感
謝
状
贈
呈
式
」
が
都
庁
で
行

が
５
月
24
日
に
都
庁
で
行
わ

れ
、
小
池
百
合
子
東
京
都
知
事

よ
り
、
直
接
、
連
絡
会
に
感
謝

状
が
手
渡
さ
れ
た
。
小
池
知
事

わ
れ
、
能
登
半
島
地
震
に
係
る

都
の
応
急
復
旧
支
援
活
動
に
協

力
し
た
工
事
業
者
に
対
し
、
感

謝
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
た
。
表

彰
さ
れ
た
の
は
東
京
都
水
道
請

は
、
長
期
間
か
つ
大
規
模
な
復

旧
作
業
に
協
力
の
あ
っ
た
工
事

関
連
団
体
等
に
対
し
て
感
謝
の

意
を
伝
え
た
。

　

小
池
知
事
か
ら
「
１
月
１

日
、
お
正
月
気
分
が
吹
き
飛
ぶ

よ
う
な
地
震
だ
っ
た
。
道
路

や
、
皆
様
方
に
工
事
に
当
た
っ

て
い
た
だ
い
て
い
る
水
道
、
下

水
道
が
激
し
く
寸
断
さ
れ
る
事

態
に
陥
っ
た
。

水
は
命
に
直
結

す
る
。
都
か
ら

も
何
人
も
人

を
送
り
、
現
場

の
様
子
の
報
告

を
受
け
て
い
る

が
、
県
民
、
市

民
の
た
め
に
本

当
に
皆
さ
ん
厳

し
い
と
こ
ろ
で

頑
張
っ
て
い
た

だ
い
て
お
り
、

着
々
と
復
旧
・

復
興
に
向
か
っ

負
工
事
連
絡
会
の
工
事
業
者
36

者
。

　

贈
呈
式
で
は
、
給
水
部
の
大

谷
武
彦
配
水
課
長
が
、
ス
ラ
イ

ド
を
使
用
し
て
、
被
災
地
の
道

路
や
水
道
管
の
被
害
状
況
の
写

真
を
示
し
な
が
ら
、
地
震
発
生

直
後
か
ら
の
支
援
活
動
を
振
り

返
っ
た
。

　

続
い
て
、
西
山
智
之
水
道
局

長
よ
り
、
工
事
業
者
へ
感
謝
状

の
贈
呈
が
行
わ
れ

た
。
贈
呈
後
に
は
、

西
山
局
長
が
挨
拶

で
、
能
登
半
島
地
震

に
よ
る
水
道
施
設
の

被
害
と
復
旧
作
業
に

つ
い
て
報
告
し
、
工

事
業
者
へ
の
感
謝
を

述
べ
る
と
と
も
に
、

今
後
の
東
京
で
の
大

規
模
地
震
発
生
時
の

迅
速
な
応
急
復
旧
の

重
要
性
、
工
事
業
者

と
の
さ
ら
な
る
連
携

て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
東
京

で
も
い
つ
何
が
起
こ
る
か
分
か

ら
な
い
中
、
水
の
確
保
と
い
う

も
の
が
い
か
に
重
要
か
と
い
う

こ
と
を
、
改
め
て
教
え
て
く
れ

た
地
震
で
も
あ
っ
た
。
こ
れ
か

ら
も
皆
様
方
に
は
お
世
話
に
な

る
が
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
と
い
う
こ
と
を
、
ま

ず
は
こ
の
段
階
で
お
伝
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
お
言
葉

を
い
た
だ
い
た
。

強
化
の
必
要
性
を
訴
え
、
連
絡

会
工
事
業
者
へ
今
後
の
協
力
を

要
請
し
た
。

　

当
連
絡
会
の
貝
澤
理
事
長

が
、
団
体
代
表
者
と
し
て
あ
い

さ
つ
に
立
ち
、
ま
ず
は
能
登
半

島
地
震
の
犠
牲
者
に
哀
悼
の
意

を
表
し
、
ま
た
、
東
京
の
水
道

を
守
る
仕
事
に
携
わ
る
組
合
員

36
社
に
対
し
て
感
謝
の
意
を
示

し
、
今
後
も
必
要
な
支
援
を
惜

し
ま
な
い
旨
を
伝
え
た
。

小
池
都
知
事
よ
り
感
謝
状

能
登
半
島
地
震
の
復
旧
支
援
で

西
山
局
長
よ
り
感
謝
状

連
絡
会
組
合
員
の
工
事
業
者
36
者
へ

小池知事西山局長 貝澤理事長貝澤理事長

小池知事より直接贈呈集合写真

小池知事と並んで
感謝状贈呈式
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連絡会36者に感謝状贈呈
㈱森田工務店

㈱貝沢工業所 ㈱二友組 ㈱エイキ ㈱大達土木 ㈱新光工業 リアル建設㈱ ㈱ユタカ工業

㈲成田工業 ㈱大藤工業所 ㈱久留米興業 誠進工業㈱ ノザワ工業㈱ ㈱星工業所 ㈱渋沢建設工業

㈱昇栄商事 ㈱杉本建設 栄進工業㈱ 不二工業㈱ ㈱田山工業 ㈱佐藤開発 ㈱コージ建設

㈱古川設備工業所 成東建設㈱ ㈱澁田工業 ㈱サクラ ㈱富士見工業 平野設備工業㈱ 映進工業㈱

新幸工業㈱ ㈱岡田建興ジェイシー ㈲星真工業所 ㈱ Polyvalent ㈲クローバープラミング ㈱共榮商事 今井設備管工㈱




